
　

　

介
護
保
険
で
は
、
厚
生
労
働
省

介
護
保
険
部
会
が
年
内
に
ま
と
め

る
と
さ
れ
る
内
容
は
、
要
支
援

1
・
2
に
続
き
、
要
介
護
１
・
２

の
方
々
を
保
険
給
付
か
ら
外
し
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
費
の
有
料

化
、
40
歳
以
上
か
ら
の
2
号
保
険

者
の
年
齢
引
き
下
げ
、
施
設
入
所

者
の
居
住
費
・
食
費
の
自
己
負
担

の
引
き
上
げ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

現
金
給
付
も
言
わ
れ
て
お
り
、
県

内
４
万
３
千
名
の
要
介
護
１
・
２

の
方
々
が
介
護
保
険
か
ら
外
さ
れ

れ
ば
、
介
護
保
険
制
度
そ
の
も
の

が
大
き
く
変
質
し
て
し
ま
う
。
結

論
が
出
さ
れ
る
前
に
国
に
も
の
を

言
う
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

　

答
弁
で
は
、
国
庫
負
担
の
拡
充

や
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
の
恒

久
的
な
制
度
を
、
特
に
低
所
得
者

へ
の
配
慮
を
国
に
提
案
す
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

教
職
員
の
長
時
間
労
働
の
是
正

に
つ
い
て
は
、政
府
も
つ
い
に「
教

職
員
の
長
時
間
勤
務
の
早
急
な
是

正
」
を
掲
げ
た
と
し
、
教
育
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
限
界
に
達
し
て

い
る
長
時
間
労
働
を
是
正
す
る
た

め
に
、
教
職
員
を
増
や
す
こ
と
に

力
を
尽
く
す
べ
き
と
質
し
ま
し

た
。

　

答
弁
で
は
、
今
年
度
、
小
学
校

の
英
語
教
科
化
に
対
応
す
る
専
科

教
員
を
20
名
、
事
業
準
備
や
事
務

を
補
助
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
１
２
１

名
配
置
す
る
な
ど
、
人
的
整
備
を

進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

地
域
分
散
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
裏
面

の
記
事
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

現
場
に
出
か
け
て
調
査
を
し
た

り
、
関
係
す
る
方
々
と
突
っ
込
ん

だ
話
し
合
い
を
し
、
質
問
内
容
を

練
り
上
げ
て
臨
み
ま
し
た
が
、
実

を
取
る
の
は
大
変
で
す
。
ま
た
頑

張
り
ま
す
。

全県から訪れる
小学校の社会見学で議場説明。
子どもたちは真剣です。

須坂市の米子北の沢用水発電所を視察。
再生可能エネルギーの可能性は大きいと
感じました。委員会で質問

　委員会が、３日間にわたり開会されました。

　私からの質問項目は以下のとおりです。

▲

国道158号奈川度改良（延長2.2㎞。２本のトン

ネル全体事業費：146億円）。中部縦貫道につい

て。

▲

河川の洪水対策について。河川内の土砂除去

は民間業者に許可しては？

▲

リニア関連で飯田市に建設予定の駅周辺の道

路改良について。

▲

太陽光発電は自然エネルギーだからなんでも

ＯＫではなく、景観からの規制や住民合意を

入れるべきではないか。

▲

地元災害現場（県道五常地区、国道143号取出

地区）の復旧について。

▲

国道143号の安曇野市地籍で行われている

ボーリングは、どんな工事につなぐのか？

▲

2017年３月に起きた県防災ヘリコプター墜落

事故は、なぜ現場任せになったのか。県として

の責任を明らかにしていくべきではないか。

▲

米軍機の低空飛行について。

　委員会では、各部局の事業の取り組み状況の

説明報告。補正予算の審議、請願・陳情の審査

も行います。緊張の３日間です。

　住民要求実現のために引き続き力を尽くしま

す。

危機管理建設委員会報告

ご意見・ご要望をお寄せください。
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１
日
も
早
い
復
旧・復
興・生
活
再
建
を
！
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両
も ろ ず み

角友
と も な り

成県議会報告

本
会
議
で
一
般
質
問

　

台
風
19
号
は
千
曲
川
の
決
壊
な
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
生
活
再
建
と
復
旧
・
復
興
に

全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

近
年
、
従
来
で
は
考
え
ら
れ
な
い
大
雨
が
降
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。
海
洋
汚
染
の
元
凶
に

な
っ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
問
題
な
ど
も
含
め
、
真

剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
心
し
て
い
ま
す
。



　共産党県議団で、岐阜県郡上市へ。岐阜県が独自に行なっている

森林の整備への補助事業を視察しました。

　国が大規模化・集約化を図るなかで、県が国の補助の対象になら

ない、小規模の自伐林家型の事業を応援するものです。これは、担

い手の確保や森林の公益的機能の回復のためにも重要です。

　共産党県議団の視察２日目は、滋賀県近江米種子調整セン

ターへ。5年前に、３億７千２百万円掛けて建設された近代

的な施設です。種もみの供給体制の話を聞き、最新の調整機

器を見ました。

　長野県の主要作物の種子を残して安定的に供給するために

も、老朽化した長野県の機器の更新の必要性を実感しました。

共産党県議団の県外視察

地域の実情を十分に踏まえた
地域医療構想の推進を求める
意見書

豚コレラによる被害農家への支援など知事に申し入れ

9月県議会で全会一致の可決
　国の地域医療構想に関するワーキンググルー

プが、再編・統合の必要な医療機関として全国

424の病院名を公表しました。これは全国一律

の基準で選定されたことから、住民や医療従事

者は地域の病院が機械的に再編・統合されない

かと大きな不安を与え、地方自治体の医療施策

の混乱が懸念されています。

　こうしたことから県民文化健康福祉委員会の

発議で、誰もが住み慣れた土地で安心して医療

サービスを受けられる社会を実現することを要

請する意見書を、全会一致で可決しました。

　日本共産党県議団は、9月議会に向けた

阿部守一知事への申し入れをおこないまし

た。

　深刻な事態の豚コレラ問題で毛利団長

は、「いまのやり方で封じ込めができるか

見えない。そもそも国の初動の遅れがあ

り、それを養豚業者と自治体に押し付けて

いる」と、国の対応を指摘しました。

　知事は、豚コレラは国の対応を待ってい

ると後手に回りかねないの

で、養豚業者を支援する補

正予算を提出すると説明。

県での対応は限界があり、

国の責任で感染拡大防止の

緊急ワクチンの接種など、

支援策を求めていくと述べ

ました。また県は、学校へ

のエアコン設置を高校は今

年度25校、来年度57校を予定していると説

明。米軍機の低空飛行では、飛行高度にか

かわらず県民に不安や恐怖を与えることが

何より重要とし、国に対して必要な対応を

求めていくと述べました。

　大北森林組合の経営状況については、昨

年度の事業損益は赤字幅が縮小している。

当期純利益は黒字で、補助金返還は計画的

に行われていると説明しました。

憲法の政教分離に反する 電力の地産地消・分散型で
リスク軽減を

安全な給食のパンを
知事の護国神社への関与問題 台風による千葉県内の大規模停電 輸入小麦のパンから発がん性物質

　阿部知事が護国神社を支援する会の

会長を務めている問題で、憲法の政教

分離の原則に反するものと指摘しまし

た。知事は答弁で、個人の判断による

個人の活動だとして、「知事としての

活動ではなく、私人としての活動」と

答えました。

　「私人」という知事の釈明は通用し

ないこと、また「公」と「私」の使い

分けは、政教分離を空洞化するものと

指摘。「政教分離」の原則は戦争の痛

苦の反省から導かれており、「何より

の慰霊は、２度と戦争への道を歩まな

いことだ」と強調しました。

 台風15号による千葉県の大規模停電では、

電力の地産地消・分散型がリスクを低くす

ると提案。化石燃料の購入で海外にＧＤＰ

比５％が流失しており、経済も県内で循環

するエネルギー戦略を求めました。

 千葉県の大規模停電で指摘されている東

京電力の対応の甘さにふれ、新潟県の東電・

刈羽原発の再稼働問題で、知事は再稼働に

懸念を示すべきだと迫りました。知事は原

子力災害について「２度と被害を受けるこ

とがあってはならない。国に責任ある態度

を求めたい」と答弁しました。

 輸入小麦で作られたパンから発がん性の

疑いがある除草剤グリホサートが検出され

た問題で、残留農薬検査の実施状況と検査

結果の公表を質問しました。

 教育長は、小麦の比率を国産80％、外国

産20％と答弁。長野県産小麦100％の、安

全で安定した品質のパンを提供できるよ

う、県学校給食会を支援したいと述べまし

た。

　残留農薬の国の動向として、厚労省は残

留農薬基準を前基準の６倍に規制緩和。農

水省ではアメリカの要求で輸入食品の検査

時間を半分にするなど、不安が広がってい

ると指摘しました。

日本共産党県議の一般質問から


